
防
止
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
度
か
ら
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
小
型
風

力
発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

関
心
は
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、

本
年
度
は
さ
ら
に
補
助
件
数
枠
を

増
や
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進

　

本
市
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
重
点
的
取
り
組
み
と
し

て
、
市
域
全
体
で
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
取
り
組
む
た
め
の

「
鳥
取
市
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

実
行
計
画
」
を
本
年
度
、
策
定

し
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
設
定

し
、
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た

め
の
対
策
を
立
案
す
る
も
の
で

す
が
、
今
後
、
全
市
一
体
と
な

っ
て
、
具
体
的
な
地
球
温
暖
化

が
あ
り
誇
り
の
も
て
る

　
20
万
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

夢・広域交流観光の展開

・情報先進都市の実現

・環境先進都市の実現

・人材誘致・定住対策の促進

・人権尊重都市の実現

・防災・防犯対策の強化

・子育て・教育先進都市の実現

・地域文化の振興

・新たな農林水産業の振興

・地域に根ざした商工業の振興

・生涯健康都市の実現
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再資源回収事業
問い合わせ先　

環境先進都市の実現

輝く新市域を振り返る

　本市は平成 16 年 11 月の市町村合併以降も、特色ある地域づくりの推進と市民サービス
の向上に努めています。それらを合併当初に掲げた「夢があり誇りのもてる 20 万都市づく
りビジョン」の 11 の項目に沿ってシリーズで紹介します。今回のテーマは「環境先進都市
の実現」です。
　なお、11 回に渡ってご紹介してきました本シリーズは、今回をもって終了いたします。

本庁舎生活環境課　  0857-20-3218



な
い
課
題
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
い
か
に

ご
み
を
減
ら
し
て
い
く
の
か
、

日
々
の
課
題
と
と
ら
え
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
飼
い
犬

の
ふ
ん
の
放
置
の
禁
止
、
歩
行
喫

煙
な
ど
を
禁
止
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
・
事
業
者
・

市
の
協
働
に
よ
る
清
潔
で
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
め
ざ

し
ま
す
。

ご
み
総
排
出
量
は
着
実
に

減
少

　

第
８
次
総
合
計
画
で
は
、
ご

み
の
減
量
と
再
資
源
化
を
推
進

す
る
た
め
、
１
人
１
日
当
た
り

の
ご
み
の
総
排
出
量
を
、
平
成

16
年
度
１
０
６
８
㌘
か
ら
22
年

度
９
０
０
㌘
に
減
ら
し
、
資
源

回
収
率
を
平
成
16
年
度
12
・
4

㌫
か
ら
20
㌫
に
増
や
す
と
い
う

目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ご
み
の
総
排
出
量
は
、
有
料

湖
山
池
を
復
活

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ

オ
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る

湖
山
池
を
古
来
の
美
し
い
池
に

復
活
さ
せ
、
豊
か
な
水
産
資
源

を
活
用
す
る
た
め
、
本
市
は
、

昨
年
６
月
に
鳥
取
県
と
共
同
で

「
湖
山
池
会
議
」
を
設
置
。
湖
山

池
の
将
来
の
望
ま
し
い
姿
に
つ

い
て
、
昨
年
12
月
に
実
施
し
た

「
市
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
住

民
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

「
湖
山
池
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
や

「
湖
山
池
水
質
管
理
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
を

　

平
成
20
年
４
月
に
「
鳥
取
市
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
に
関
す
る

条
例
」
を
施
行
し
、
公
共
の
場
所

指
定
袋
制
度
を
導
入
し
た
平
成

19
年
度
以
降
、
着
実
に
減
少
し
、

21
年
度
は
1
人
1
日
当
た
り

８
９
０
㌘
と
、
第
８
次
総
合
計

画
の
目
標
に
対
し
て
1
年
早
く

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
ご
み
を
出
さ
な
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
確
立
や
、
事
業
者
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
や
紙
ご

み
の
削
減
対
策
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
全
体
の
課
題
と
し
て

　

ご
み
焼
却
施
設
「
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
や
ず
」
を
運
営
管
理

し
て
い
る
八
頭
環
境
施
設
組
合

は
、
地
元
関
係
集
落
と
の
協
定

に
基
づ
き
、
平
成
21
年
６
月
末

を
も
っ
て
施
設
を
稼
働
停
止
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
同
セ
ン
タ
ー
で

処
理
し
て
い
た
河
原
町
、
用
瀬

町
及
び
佐
治
町
並
び
に
八
頭
郡

八
頭
町
及
び
智
頭
町
並
び
に
若

桜
町
の
可
燃
ご
み
を
、
鳥
取
市

神
谷
清
掃
工
場
で
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
市
内
で
稼
働

し
て
い
る
４
つ
の
ご
み
焼
却
施

設
は
、
い
ず
れ
も
稼
働
開
始
か

ら
相
当
な
年
数
が
経
過
し
つ
つ

あ
り
、
可
燃
ご
み
を
広
域
化
処

理
す
る
新
し
い
施
設
の
建
設
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
適
正
に
、
か
つ
、
安

全
に
処
理
す
る
こ
と
は
、
現
在
、

稼
働
し
て
い
る
ご
み
処
理
施
設

の
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
や
、

新
し
い
処
理
施
設
の
建
設
候
補

地
周
辺
の
み
な
さ
ん
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
市
民
全
体
が
真

剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

用瀬町瀬戸川の鯉のぼり

使用済み食用油の回収と燃料化

湖山池クルージング

マイバッグの推進

神谷清掃工場

環境美化点検パトロール

住宅用自然エネルギー導入促進事業費補助金のご案内
　市民の自然エネルギーの利用を積極的に支援することにより、環境へ
の負荷の少ない自然エネルギーの導入促進と環境保全意識の高揚を図
り、快適・環境都市づくりを推進し、市内における太陽光発電関連産業
などを振興することを目的に補助金を交付します。
対象設備　太陽光発電システム・小型風力発電設備・薪ストーブ・　
　　　　　ペレットストーブ・太陽熱温水器・LED照明器具など
設置条件　自らが所有または管理する市内の住宅などに設置するもの
施行業者　市内の事業者が施行するものに限ります。
※ 詳しくは、右記問い合わせ先まで 小型風力発電設備

太陽光発電システム
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